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ミラクルショットにチームメイトから歓声があがるこ
ともしばしば。本当に楽しそうです。

ナイスショットに歓声が

今年は主に知的・聴覚・身体障がいの団体など13団体
114人が対戦しました。

受付にて
実行委員長の福江 彰さんが「いろいろな方と交流で
きる素晴らしい大会になることを期待しています」と
あいさつ。

開会式

カーリングのストーンに代わり、カローリングで
はこの車輪付きのプラスチック製円盤を使いま
す。重さは約2キロ。車輪が3つあり、真っすぐ進
まないものもあるのがこのスポーツの面白いと
ころ。

　ジェットローラーを相手チームと交互に投球し、
より中心に近い位置にジェットローラーを停止さ
せたチームにのみ得点となります。

▲ジェットローラー

イニング終了後、両チームがポイントゾーンに集ま
り、得点を確認します。緊張の瞬間を激写。

どっちが近い？

昼食は、緑苑台小学校の１階ホールで豚汁とおにぎり
を楽しく食べました。

みんなで昼食

直径90㎝の的は、中心から赤・黄・青と色分けさ
れ、見た目もカラフル。配点の内訳は赤色が3点、
黄色は2点、青色は1点。シンプルなルールだけに
盛り上がります。

▼カラフルなポイントゾーン

審判はスポーツ推進委員の皆さん。時には「ナイス
ショット！」と審判自ら声を出していました。

熱いジャッジで盛り上げる

カローリング
交流大会

カローリング
交流大会

石狩市

　3/23（土）、緑苑台小学校に市内の障がい団体が集まり、「カローリング」
を通して交流しました。4年前、当事者団体の「石狩大地の会」が主催して
大会を開催したのが始まりで、今年も大いに盛り上がりました。

市内の
障がい団体
が集結！

田岡市長

による

始投式も

さけ太郎も
挑戦?!

カローリング
のルール

ローラー

（車輪）

表側

裏側

特集

チーム身障協会

今回初参加です。
意外と難しいですね。
練習もせずに来たのは
まずかったかな？
　高橋 裕典さん

1011

1

8 9

2

手話通訳
町田さん
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４ゲームを終えて、いよいよ閉会式。1位から3位まで
の表彰が行われました。

表彰式

けがをしないように、まずは参加者全員で準備運動。
ラジオ体操

試合時間は40分。1チーム3人編成ですが、この大会
では4人以上もOKに。6イニング制で点数を競いま
した。

チーム対決
先攻・後攻を決める“サイコロじゃんけん”で、勝負がつ
かず、この時点で大いに盛り上がるチームも。

サイコロじゃんけん

力は不要のカローリング。ポイントゾーンが11ｍ先
にあるので、求められるのは慎重さ?!

11ｍ先のポイントゾーンを目がけて
味方の声援を受け、思わず力が入ると、ジェットロー
ラーがあらぬ方向へ…それもまた一興なのです。

いざ投球！

優勝したのは
石狩エースの皆さん
（社会福祉法人ノンノ）

強敵のチーム

障がい福祉課にも勝ち

優勝できてとても

うれしいです！

はっきり言いますけど、
すごい負けています。
4ゲーム目は頑張ろうと

思います。
　佐々木 啓介さん

この日参加の障がい団
体

生振の里

社会福祉法人タンポポのはら

ギャラリーヴィン

石狩市身体障害者福祉協会

社会福祉法人ノンノ

石狩聴力障害者協会

石狩大地の会

大地の会B

チーム生振B

チームカリプ

ろう協Bチーム
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来年はさらに多くの

参加を待っています！

2勝2敗でしたけど
 みんなで力を合わせて

頑張りました。
すごく楽しかったです!!

　福江 嘉晃さん

負けてばかりだけど
 カローリングはやっていると
楽しいから勝たなくても

いいです。
　松浦 ひろ子さん

楽しかった
最後のゲームは勝って
いたのに逆転負け！
悔しかったです。
　工藤 八重子さん


